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に分布する。また図６では遺跡NO. 32、NO. 45が太平洋側に出土し、遺跡NO. 32は鎌倉の寺社と関係
がある地域、遺跡NO. 45は鎌倉と強い繋がりがある領主層の遺跡である。二つの分布図をみると鎌倉
政権との関わりよりも、鎌倉街道上の遺跡に分布しているよう点が見て取れる。二つの分布図が重なり
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６
　次に墓域について述べる（図３）。地域ごとに分けると安房はなく、上総は４遺跡、下総が８遺跡で
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番号 地域 遺跡名 番号 地域 遺跡名
1（3） 安房 萱野遺跡 56（74）下総 鹿島前遺跡
２（4） 安房 館山城跡 57（75）下総 根戸遺跡
3（6） 安房 下ノ坊遺跡Ｂ地点 58（76）下総 中峠城跡
4（7） 安房 岡本城跡 59（77）下総 箕輪城跡
5（9） 安房 西郷氏館跡 60（78）下総 廿五里城跡
6（11）安房 旭森経塚 61（79）下総 西屋敷遺跡
7（13）上総 台遺跡 62（80）下総 千葉寺経塚
8（14）上総 草刈六之台遺跡 63（81）下総 浜野川遺跡群（浜野川神門遺跡）
9（15）上総 市原条理制遺跡 64（82）下総 千葉城跡（猪鼻城跡）新田遺跡
10（16）上総 椎津城跡 65（83）下総 南屋敷遺跡
11（19）上総 分目要害遺跡 66（84）下総 城山城跡
12（20）上総 神田遺跡・神田古墳群 67（85）下総 高品城跡
13（21）上総 荒久遺跡 68（86）下総 生実城跡
14（22）上総 文脇遺跡 69（87）下総 大谷城跡
15（23）上総 山谷遺跡 70（88）下総 土気城跡
16（24）上総 久保田城跡 71（89）下総 井戸向遺跡
17（26）上総 天神前遺跡 72（90）下総 長岡堂庭遺跡
18（27）上総 鳥越古墳火葬墓 73（91）下総 池ノ尻館跡
19（28）上総 菅生遺跡 74（92）下総 戸崎館跡
20（29）上総 芝野遺跡 75（93）下総 和良比堀込城跡
21（30）上総 真里谷城跡 76（94）下総 高岡大福寺遺跡
22（31）上総 笹子城跡 77（95）下総 間野台・古屋敷遺跡
23（32）上総 外箕輪遺跡・八幡神社古墳 78（96）下総 石川館跡
24（33）上総 泉遺跡 79（97）下総 臼井城
25（34）上総 郡遺跡 80（99）下総 本佐倉城跡
26（35）上総 蔵玉砦跡 81（100）下総 本佐倉大堀遺跡
27（36）上総 千本城曲輪遺跡 82（101）下総 本佐倉長褐寺脇館跡
28（37）上総 狐塚遺跡 83（102）下総 打手第二遺跡
29（39）上総 上北原古墳 84（103）下総 大塚塚群
30（40）上総 佐貫城跡 85（104）下総 小林城跡
31（43）上総 金谷城跡 86（106）下総 駒井野西ノ下遺跡・荒追遺跡
32（44）上総 久我台遺跡 87（107）下総 東和田城跡
33（45）上総 東金城跡 88（108）下総 天王船塚11号墳経塚
34（46）上総 道塚やぐら群 89（109）下総 吉原三王遺跡
35（48）上総 埴谷周路遺跡 90（110）下総 仁井宿東遺跡
36（49）上総 山室城跡 91（111）下総 綱原屋敷跡遺跡
37（50）上総 坂田城跡 92（112）下総 山崎城跡
38（51）上総 飯櫃城跡 93（113）下総 鴇崎城跡
39（52）上総 田向城跡 94（114）下総 伝平良文館跡
40（53）上総 桂遺跡郡（神田山第Ⅱ・Ⅲ遺跡）95（115）下総 大六天遺跡
41（54）上総 小林西之前遺跡 96（116）下総 森山城跡
42（55）上総 新小轡遺跡 97（119）下総 助崎城跡
43（56）上総 本納城跡 98（120）下総 大慈恩寺遺跡
44（58）上総 一宮城跡 99（121）下総 久井崎城跡
45（59）上総 岩川館遺跡 100（122）下総 松子城跡
46（61）上総 長南城跡 101（123）下総 南敷城跡
47（62）上総 大多喜城跡 102（124）下総 馬洗城遺跡
48（63）上総 大野城跡 103（127）下総 鏑木城跡
49（64）上総 万喜城跡 104（128）下総 篠本城跡
50（65）上総 上総法興寺跡（岩熊廃寺） 105（12）下総 郡本遺跡郡
51（68）下総 下総国分寺跡 106（66）下総 中滝城跡
52（69）下総 中山法華経寺祖師堂跡 107（105）下総 船尾城跡
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陽社
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註２ 浅野・服部 1995 は時代を８期まで区分している。１期は 11 世紀前葉、２期は 11 世紀後葉、３期は
12 世紀前葉、４期は 12 世紀後葉、５期は 12 世紀末葉から 13 世紀中葉、６期は 13 世紀後葉から 14
世紀中葉、７期は 14 世紀後葉から 15 世紀中葉、８期は 15 世紀中葉から 16 世紀後葉である。
註３ 浅野氏によると「九～十世紀段階において、すでに大量の東海諸窯の灰釉陶器が海路・陸路で東国社会
にももたらされていた事実」があるとしている（浅野 1995a）
註４ 吉岡氏の時代区分は、Ⅰ期中世初期（11 世紀後半～12 世紀前半）、Ⅱ期中世前期（12 世紀中葉～13 世
紀前半）、Ⅲ期中期（13 世紀後半～14 世紀前半）、Ⅳ期後期（14 後期～15 世紀中葉）、Ⅴ期末期（15
世紀後葉～16 世紀末）である。またⅠからⅢ期を中世前半、Ⅳ期とⅤ期を中世後半と大別できるとして
いる（吉岡 1995）。
註５ 吉岡氏は他にも中世東国の陶磁器流通の特徴として２つの点を挙げている。１つ目に 12 世紀中葉から















註 10 前註と同様。この地域では NO.16 久保田城跡、NO. 22 笹子城跡、NO. 31 金谷城跡、NO. 38 飯櫃城跡、
NO. 44 一宮城跡、NO. 47 大多喜城跡である。
註 11 前註と同様。この地域では、NO. 57 根戸城跡、NO.103 鏑木城跡、NO.104 篠本城跡、NO.108 北ノ作遺
跡である。
註 12 骨蔵器が出土した他の複合遺跡も追加した。
註 13 数量が分かる遺跡は NO. 65 南屋敷遺跡、NO. 73 池ノ尻遺跡、NO. 86 駒井西ノ遺跡・荒追遺跡である。
― 51 ―
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註 10 前註と同様。この地域では NO.16 久保田城跡、NO. 22 笹子城跡、NO. 31 金谷城跡、NO. 38 飯櫃城跡、
NO. 44 一宮城跡、NO. 47 大多喜城跡である。
註 11 前註と同様。この地域では、NO. 57 根戸城跡、NO.103 鏑木城跡、NO.104 篠本城跡、NO.108 北ノ作遺
跡である。
註 12 骨蔵器が出土した他の複合遺跡も追加した。
註 13 数量が分かる遺跡は NO. 65 南屋敷遺跡、NO. 73 池ノ尻遺跡、NO. 86 駒井西ノ遺跡・荒追遺跡である。
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図10　中世関東の交通路（鎌倉街道）と河川路
村井章介1995「問題提起」峰岸純夫、村井章介編　『中
世東国の物流と都市』山川出版より
図11　推定経路
図12　千葉県の在地擂鉢 図13　千葉県の内耳土鍋
